
　

昭
和
29
年
、
郭
町
浄
水
場

か
ら
始
ま
っ
た
川
越
の
上
水

道
。
同
浄
水
場
と
そ
の
周
辺

の
深
井
戸（
百
二
十
六
ｍ
～

百
七
十
六
ｍ
）は
、
か
つ
て
の
川
越
城
内
に
あ
り
ま
す
。

㈳
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
で
販
売
し
て
い
る「
川
越
の
水
」

は
、
こ
の
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
地
下
水
を
殺
菌
処

理
し
て
ボ
ト
ル
に
詰
め
た
も
の
す
。

　

昔
か
ら
豊
富
で
質
の
良
い
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
同

浄
水
場
周
辺
。
川
越
城
の
七
不
思
議
の
中
で
も
「
天て

ん

神じ
ん

洗み
た

足ら
し

の
井せ

い

水す
い

」
な

ど
、
水
に
ま
つ

わ
る
伝
説
が
言

い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
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郭町浄水場

市立診療所上下水道局

本丸御殿

市立美術館 市立博物館

富士見櫓

三芳野神社

浄水場内にある
上水道竣工記念
碑（上）
浄水場入り口に
設置されたレリ
ーフ（左）

 

　食用だけで
なく、家畜の
飼料やバイオ
エタノールの
原料にも使わ
れているトウ
モロコシ。て
っぺんにある
ス ス キ の 穂

のような部分
が雄しべ、ト
ウモロコシの
実についてい
る「ひげ」は
雌しべの花柱
で、本数は実
の数に一致し
ます。
　市内では6年ほど前から栽培
が盛んになり、近年人気が高い

「味
み

来
らい

」や「ゴールドラッシュ」
など、甘味が強く、皮がやわら
かい品種が栽培されています。
栽培農家の落

おち

合
あい

有
なお

彦
ひこ

さん（42
歳・中福）は「もぎたては生でも

食べられます。直売所で購入し
たものなら、ゆでる時間を2分
程度にして、食感と甘みを楽し
んでほしいですね」。
　収穫から24時間で栄養価が
半減し、味も落ちるといわれる
トウモロコシ。取れたてを食べ
られる川越産は、「今が旬」です。

4つの井戸からくみ
上げられた水が集ま
るプールから採水

雑味がなくすっ
きりとした味

16

トウモロコシ

①新鮮なトウモ
ロコシを生のま
ま粒だけ包丁で
そぎ落とす
②固めの衣をか
らめて油で1分
～2分揚げる

＊1分ほどゆでてから揚げると甘み
が倍増。食べきれない場合、①を冷
凍するとカレーなどに使えますよ。

農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問
　「
川
越
の
水
」で
使
う
地
下
水
を
採
水
す
る
浄
水
場
は
？

　
①
中
福
受
水
場
　
②
仙
波
浄
水
場
　
③
霞
ケ
関
第
二
浄
水
場
　
④
郭
町
浄
水
場

答
え
④

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

郭
町
浄
水
場
を
取
材
後
、
深

井
戸
の
位
置
を
確
認
す
る

た
め
に
歩
き
始
め
ま
し
た
。
水
道

に
ま
つ
わ
る
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
浄

水
場
の
壁
を
横
目
に
見
な
が
ら
進

む
と
、
す
ぐ
に
見
え
て
く
る
の
が

三
芳
野
神
社
。
入
り
口
に
は
伊
勢

物
語
で
詠
ま
れ
た
短
歌
を
刻
ん
だ

石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

石
碑
の
横
で
は
並
ん
で
毛
づ
く

ろ
い
を
す
る
猫
。
緑
の
ト
ン
ネ
ル

の
参
道
に
は
、
社
会
科
見
学
と
思

わ
れ
る
中
学
生
の
集
団
。
そ
の
奥

で
静
か
に
た
た
ず
む
三
芳
野
神

社
。
見
て
い
る
だ
け
で
穏
や
か
な

気
持
ち
に
な
る
景
色
に
、
思
わ
ず

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

～～ トウモロコシのかき揚げ ～～




